
 

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
が
１
月
１４
日
（
土
）・
１５
日
（
日
）
の
二
日
間
に
わ
た
っ
て
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
試
験
は
す
べ
て
の
国
公
立
大
学
の
一
次
試
験
と
し
て
、
ま
た
多
く
の
私
立

大
学
・
短
期
大
学
の
セ
ン
タ
ー
入
試
で
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
校
か
ら
は
９３
名
が
、
男
子
は

上
武
大
学
高
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
、
女
子
は
群
馬
県
立
女
子
大
学
の
２
会
場
で
試
験
に
挑
み
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
試
験
に
先
立
ち
、
合
格
を
祈
願
し
て
だ
る
ま
に
目
入
れ
を
し
、
１３
日
（
金
）
４
校
時

に
は
多
目
的
室
に
て
激
励
会
が
行
わ
れ
、
町
田
校
長
、
津
金
進
路
指
導
主
事
、
三
浦
学
年
主
任
、

各
担
任
・
副
担
任
か
ら
激
励
の
言
葉
を
受
け
、
生
徒
の
士
気
も
高
ま
っ
た
よ
う
で
し
た
。 

 

初
日
は
地
理
歴
史
・
公
民
、
国
語
、
英
語
、
２
日
目
は
理
科
と
数
学
の
試
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

今
年
最
強
の
寒
波

の
影
響
で
朝
は
冷

え
込
み
、
２
日
目

は
雪
と
な
り
ま
し

た
が
、
各
会
場
に

は
多
く
の
先
生
方

が
応
援
に
駆
け
つ

け
ま
し
た
。
会
場

に
集
ま
っ
た
受
験

生
は
少
し
緊
張
し

た
面
持
ち
で
教
室

へ
と
向
か
っ
て
い

き
ま
し
た
。 

 

２
月
中
旬
か
ら

二
次
試
験
が
始
ま

り
ま
す
。
最
後
の

最
後
ま
で
粘
り
強

く
頑
張
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。 

            

１
月
２２
日
（
日
）
に
広
島
県
で
都
道

府
県
対
抗
男
子
駅
伝
が
開
催
さ
れ
、
陸

上
競
技
部
の
高
橋
君
が
群
馬
県
代
表
と

し
て
参
加
し
、
第
４
区
を
任
さ
れ
区
間

第
１５
位
で
走
り
抜
き
ま
し
た
。
な
お
、

群
馬
県
チ
ー
ム
は
６
位
入
賞
で
し
た
。 

こ
の
大
会
に
群
馬
県
代
表
と
し
て
選

出
さ
れ
る
こ
と
が
今
年
度
の
目
標
の
一

つ
で
し
た
が
、
周
囲
の
方
々
の
温
か
い

ご
支
援
の
お
陰
で
こ
う
し
て
目
標
を
実

現
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

今
後
は
、
大
学
に
進
学
し
て
、
箱
根

駅
伝
等
で
の
活
躍
を
目
指
す
こ
と
に
な

り
ま
す
。
今
後
も
多
く
の
方
々
の
応
援

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 
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センター試験 ９３名受験 

陸上競技部 高橋光晃くん（３年２組 鬼石中出身） 
都道府県対抗男子駅伝に群馬県代表として出場  

上武大学高崎キャンパス正門前での激励の様子（男子） 

群馬県立女子大学正門前での激励の様子（女子） 

第４中継所目前の髙橋くん（左） 



  

  

 
１
月
８
日
（
日
）、
藤
岡
市
の
成
人
式
が
み
か
ぼ
み
ら

い
館
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
校
の
和
太
鼓
部
は
、
そ

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
出
演
し
、
新
成
人
の

門
出
に
花
を
添
え
ま
し
た
。部
員
の
塚
越
あ
み
さ
ん（
２

年
４
組 

西
中
出
身
）
は
、
「
成
人
式
の
演
奏
は
初
め
て

の
部
員
が
多
く
、
皆
緊
張
し
て
い
ま
し
た
。
私
も
、
自

分
た
ち
の
演
奏
は
新
成
人
の
皆
さ
ん
を
楽
し
ま
せ
る
こ

と
が
で
き
る
の
か
と
、
今
に
も
倒
れ
そ
う
な
く
ら
い
で

し
た
。
け
れ
ど
も
、
幕
が
上
が
り
、
色
と
り
ど
り
の
振

袖
や
袴
が
ぱ
っ
と
見
え
た
瞬
間
、『
よ
し
』
と
一
気
に
気

合
が
入
り
、
客
席
か
ら
の
大
き
な
拍
手
に
も
励
ま
さ
れ

て
、
笑
顔
で
最
後
ま
で
良
い
演
奏
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
年
成
人
さ
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
藤
岡
中
央
高
校
和
太
鼓
部
『
ひ
び
き
』 

の
演
奏
が

少
し
で
も

多
く
の
人

の
心
に
残

っ
て
い
た

ら
嬉
し
い

で
す
。
」
と

感
想
を
述

べ
て
く
れ

ま
し
た
。 

  

 

 

１２
月
２３
日
（
金
）
、
本
校
多
目
的
室
と
玄
関
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ス
ペ
ー
ス
に
て
、
文
化
部
（
イ
ラ
ス
ト
部
・
イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト

ク
ラ
ブ
・
音
楽
部
・
軽
音
楽
部
・
茶
道
部
・
書
道
部
・
吹
奏
楽

部
・
文
芸
部
・
放
送
部
・
和
太
鼓
部
）
と
理
数
科
（
Ｆ
Ｃ
．
Ｌ

ａ
ｂ
）
に
よ
る
文
化
部
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６
「
藤
凛
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

 

本
校
に
は
１０
の
文
化
部
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
活
発

に
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
内
に
２
校
し
か
な
い
理
数
科

は
、
県
理
科
研
究
発
表
会
や
科
学
の
甲
子
園
な
ど
の
理
数
系
コ

ン
テ
ス
ト
で
発
表
し
て
い
ま
す
。 

 
本
校
の
特
色
あ
る
活
動
を
一
つ
に
集
結
さ
せ
て
、
文
化
的
な

発
表
と
し
て
外
部
の
方
々
に
見
て
い
た
だ
く
機
会
を
作
ろ
う
と
、

生
徒
実
行
委
員
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
運
営
を
行
い
ま
し
た
。

参
加
し
た
イ
ラ
ス
ト
部
の
北
野
佳
織
さ
ん
（
２
年
２
組 

東
中
出

身
）
は
、「
日
頃
の
自
分
た
ち
の
活
動
を
知
っ
て
も
ら
え
る
良
い

機
会
で
し
た
。
」
と
語
り
、
軽
音
楽
部
の
山
田
倫
瑠
さ
ん
（
２
年

５
組 

北
中
出
身
）
は
、
「
生
徒
中
心
で
企
画
運
営
す
る
中
、
実

現
で
き
る
か
不
安
で
し
た
。
当
日
は
色
々
な
部
活
が
そ
れ
ぞ
れ

の
力
を
発
揮
し
て
い
る
姿
に
刺
激
を
受
け
、
楽
し
ん
で
演
奏
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

生
徒
た
ち
の
「
凛
（
り
ん
）」
と
し
た
姿
を
、
保
護
者
や
中
学

生
を
は
じ
め
と
し
た
来
場
者
の
方
々
の
前
で
披
露
す
る
こ
と
が

で
き
、
充
実
し
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
足
を
運
ん
で
く
だ
さ

っ
た
方
々
に
は
、
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

                         

和
太
鼓
部 

成
人
式
で
演
奏
披
露 

第
１
回
文
化
部
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
６
「
藤
凛

と
う
り
ん

」
開
催 

「御荷鉾（みかぼ）」を披露 

書道部による書道パフォーマンス 吹奏楽部によるアンサンブル 軽音楽部によるライブ 

インターアクトクラブによるバルーンアート 茶道部による茶会 イラスト部による展示 



 


